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溝渕 園子  
 





















は不可能であろう。掲載作品の数は、童話だけでも 1500 篇に迫るとされる。 
先行研究には、佐藤宗子や丸尾美保2によるフランスやロシア等の各国
                                                      





































 また、『赤い鳥』の海外作品の再話者の一人である小山東一に宛てた三  
重吉の書簡（昭和 10／1935 年 5 月 13 日付）からは、周密体のような原文  
に基づいた翻訳と再話とを区別して捉える意識が見て取れる。  
 
  この話 [引用者注：「クラムバンブリ」 ]は、子供用にかゝれたものではないやうに
                                                      
3 渡辺茂男「『赤い鳥』と外国児童文学―特に民話について―」（日本児童文学学会編



















R. ヤコブソンの言う「言語間翻訳(interlingual translation or translation)」を















                                                      
4 『「家なき子」の旅』（平凡社、1987 年）138 頁。  
5 Roman JAKOBSON, “On linguistic aspects of translation”, Fang, Achilles and Reuben A. 
































   もう一つの障害となる点は、外国だねを三重吉はもとより、小宮豊隆、佐藤春夫、  
高浜虚子、三宅周太郎等々、多数の執筆者が再話しているが、これが三重吉以外の  
場合に果して本人が直接再話したものかどうか明らかでないという一寸信じがた  
                                                      
6 「総説 『赤い鳥』の童話と児童劇」（赤い鳥事典編集委員会編『赤い鳥事典』、柏
書房、2018 年）129 頁。  
7 「講話通信」（『赤い鳥』昭和 7 年 7 月号）  








































                                                      
9 渡辺茂男「前掲論文」、157－158 頁。  





































                                                      
















約 49 篇であり、多数を占めるものから順にアンデルセン 13 篇、フランス





国名  作家名  
イギリス  キップリング、キャロル、スウィフト、ハー
ン、ワイルド他  





ドイツ・オーストリア  ケストナー、シュニッツラー、ハウフ他  
イタリア  コッローディ  
ハンガリー  モルナール  





                                                      







アメリカ  トウェイン、バーネット、ホーソーン他  
 
表１に示される通り、フランス作家とロシア作家の占める割合が高い。桑
原三郎は、一時休刊を経た後の昭和 6（1931）年 1 月復刊以降の『赤い鳥』
を、「後期「赤い鳥」」として、次のように論じている。  
 






















                                                      


















『図説 児童文学翻訳大事典』16を手がかりとして、明治 10 年代から、『赤










                                                      
14 「計画されつゝある現代日本作品の英訳（この感想をシヱリコフ夫人に呈す）」






16 川戸道昭『図説 児童文学翻訳大事典』（大空社、2007 年）12－203 頁を参照。  
17 川戸『前掲書』、18 頁。ただし、この時期を「空白期」としながらも、川戸は、江
戸期やそれ以前にも外国の文学作品の翻訳（文禄 2 年の天草におけるイエズス会によ






















険ものを中心に掲載し始める。明治 32（1899）年 1 月に巌谷小波「世界お








 大正期に入ると、児童文学は「お伽噺」という一括りのカテゴリーから  
多様化の方向へ向かい始める。大正 4（1915）年から、外国児童文学の叢  
書や選集が急増し、「模範家庭文庫」（冨山房）シリーズは豪華な意匠・装  
丁が施された。大正 6（1917）年に鈴木三重吉「世界童話集」の刊行が  
開始されたが、それは「お伽噺」の改良や、文章と話材を中心とする童話  






























がわかる。『赤い鳥』創刊号（大正 7／1918 年 7 月）には、三重吉による「『赤
い鳥』の標榜語












































                                                      

































                                                      
19 「赤い鳥類似雑誌に対する非難（私信の一節）」（『三重吉全集』第 5 巻、岩波書
店、1938 年）592 頁。  
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